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2. 消えていった自然の
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不毛のi1l!.と化レたギリ シャ ?こ認を尽そう .

このお色の土地こそ，かつて人間が吉然を征 ‘

lJfìし，この地;こ定yむし，すばらしい文明の~~

を聞かせた土池なのでおる . しかし徒浪され

たかに見えた自然は，かえって逆lこ人間の文

明に攻~~~加えていった.その攻52tt長く か

っ~;i\封jであった.そして遂にこれを辺没させ

てしまったという人間と自然の物語の生きた

尖例なのである . たしかに気候も当時は現在

よりもはるかにì~fimで文明な!Jê巡させるのに

よい条件があった・ へロトi' ./ぇ時代〈紀元前

400 王子代〉までは，山には京特が紫弐ーし， 平

野l工肥沃にして多iEのえ24会主f産し， A法も進

歩し，渓谷;こは!とtかな水がv;tれていたようで

ある . しかしヌ\{:民の文化もさる ことながらこ

の地に文明を築いたギリ シャ入，'j:，山地丘陵

を切り CFJl 、て，オリ ーフ'や'í:ù{，;jを栽培 し， 向

日手に木材 l主i也中i'Í!þの各地:":' 1rド出した主l[民治と

のtl:米のため， 日前自の lli泣に別用され，かく

して来日林l:::~:n次伐採されていった.一時は木

材のæl内7;755合政保するために然休!，~訟にな

をそJといだこともあったが，大3~\ìこ抗する こ

とはできず，その上ベノいンャ ìi!'~役などの ~t:rr

でJ~~)，V : な ~-::iて . 山J厄也‘にこ放4牧文を行なうようにな

り仏， 山j地也の 3丸i五i

の首旅i江[口l山uカが:ひどくし， 1訓.) !;j地也をi埋豆め ， かつて栄えた

部 flfさ えも埋めつくしてしまった. 現にギリ

シ ーγ の政々 の.iWWt:t :k*.必見な売却!によ って池

上に現われたのである .

人!日jが自然を利用し ， 開発したはずであっ

た.少なくともわれわれが明日ずるギリ シ γ

文明の:. I ，~1:k'は， こ の地にあった自然の，巴J心:を

一一地中海の自然文明史一一

といってよいであろう.

xxx xxx 

これと対照的なものは， モスコーへ11') !J 、ぅ

ソピエトロシヤの大地だった . 1 万メート Jレ

の上空から，四方，:tJ也、iιt~~tJ ;大空にとけあっ

て，そのtSZWを見分ける こと はできないが，

その何の変汀もなしだだっびろく 拡がった

平lLIJ-には1日々と九%がZLいていた. おそらくま

だ人間の手にふれていない流林ではないだろ

うか. r タイプ~'J とよ li* 1. る ~I・!;~IMの :I~tヰ ド，

nir.の来までも続く lìt別なギ・J也 . その中にとき

どき泊が 1 木，ねなまっすぐjlíj明にシてき抜け

て，これもまたはるか泣くへ消えてし、た. こ

のよ2とから見減す土地には.まるで人J::]が l

人も{:):んでいないようであった・ 少なくとも

11げを凡つける ことはできなかったし， j也況の

小さ foE5Y起さえも認め;.:， こ'とはでさなかっ

た. ただあ;らのは，r，~\々と 主どく ~kt.ニ :Jであ る.

Z, 000 /'f~以上ììíjにギリシャ で，t~;}ってし立っ

た こ とが今ロ シヤではkf; 立 っている のであ

る.統j ド古f切り聞き，新しいIl;rが生まれ， エ

坊が~'，~;&さ~1.;;:， .大さな〆i、が:'i~かれ， 1ê~rr 

所がJ!iiえられる.こんな こ とがこの氏のどこ

かで行なわれていゐはずであ為.しかしこの

却した L 、広さは.そんなものは泊中の l 仰に

すぎないのだろう.ゐまりにも火、~'1... i'l :\~の

中で， 20 11はじの H~ìとカをも って しても， ;J;だ

まだ人間のnみは小さいものなので‘~:J :G ー

このような 2 つの後はわれわれに 3， 000 ::,.: 

の UI! 火な fiiJ Ii :j に :'I. し /::..してくれる. J:~jf~のね

!j~，はあるにせ ，]:， この 2 つの療は. Ii，'，:火 !;(ì ま

って以米の人山の自然についての物.;Ja りのj:さ

りと I;{ì:~ りであ 53. ヨ ーロ ッパの自然はこの

2 つのj;i~HiのlHJのどのも川'{かにおかれている

と泉のしたたる íi~'谷の国ギ リシャ は.この池

上から~を消してしまったのである . アタロ

ポリスの丘は今も町の中火にそそりたってい

る.しかしその向こうに沈むタ陥は同じもの

でも， 古代ギリシャはそこには存花しないの

である.
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自然保護

私がアテネを訪れたのは8月の末であった・

古代文明の輝かしい頂点であり、 ヨーロッパ

文明の偉大な源流であるアテネにの町に、言い

知れぬ期待と夢を持っていたのは私ばかりで

あったろうか、アテネ、ギリシャ、心よい言
葉の響きはいつか夢をふくらませ、 2, 000 i; 

を超える歴史を超越したものが私の心に宿っ
; ていた.

j し ~，!j :i:.1 のエーゲ海
; の向 こ うに見下ろしたものは掲〈与の岩山の下

1 I 工， 白白の太悶:こむきだしにされた-jQ りの
j ほ こ りつ~~\， 、町であった・ 1ムはこ *'-1 工アテネ ー

I • ..-::::はない.少なくとも ;乙の少に計れ、たあのア

: \LL恒一目 ノネでゐ抗る tは工ずがないと l巴Y
; ようなk泊2山をI氾3以えたz別リの山ふと こ ろに，あの

! イムの t知江うているアテネのm町日可nは工深< t0められて
j いとけ九ばならないと.巴、つイIた~. しかし払のひ

~; そカか‘な:玩t口t\'い、(は土古然I~':恰f会:;..".: ìにこ子r':?花紋I ら JれL て， ~;，汲i誌~f付4本ね‘λlは主そ

l の三玄，玄まつす〈ぐ'(にこ . fぬ斗色の~~~~の中に31J予虫し

ていった.

1 不の怨もない元山，からからに千h、 らぴ

之ごうた大池，むっとする褐色の熱気. それら

が..;，:ずJムな包みこんて'いた. もちろん 1 本も

不/J'1μ、とは正:';j i \ な与!と況ではなかったろう.

わずかばか日の;~ii木が芯の合いi! iJにへばり つ

Z，己 ーλなどがからまっていたはずであ

る . しかしそれらはこのお色の火災の中に色

お~ -( ， よとの誌な立政する ことはできなかっ
ザ，

九. ・

131.ljlパの立なすぎれば，ギ リ シ ャ lこ も多少の

出t.'j l/，幻えられ， 誌のIよ も少しは，山.4Jふ さか

ふナたら~ .しかしもはやこの~!111な誌かく

包みこむこ とはで iZ ない . J.~ムの仰いていた体

一一ヨーロッパの 2 つの
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よミf訟の念:がそのね神的な中枢になっているこ

とは自然保設，忠忽のうちでも注目すべきこと

であろう・ '
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ヨーロ γ パ各自国立公図

総面む |
ー一一一一ーー1

年 l ， OOOh.， I 
ソ辺 1919 17 4, 202 I 
フィソラソド 1938 9 .J.04 1 

ポーラ γ 1-" 1920 9 9.1 1 

'スウェーデγ 1909 15 415 1 

イギリス 1935 10 , 1, 365 1 

ドイツ 19ぬ 6 243 

フラ γ ス 1914 22 1 

スイ λ1914 16 1 

イタリヤ 1923 4 188 

1 ギリ シヤ 1938 4 

i ア J リカ lお6 三 W l 
日本 1934 19 1, 7'16 

アメリカのこの辺WJはヨーロ ッバにも形容

を与え，イギリスでは，tk類保~&協会や史跡名

肪保存協会などの活i~i'iIで，自然保設のために

土地を保留するようになり， ドイツではパー

デソのコソベγッ博士の努力により自然保忍

法が成立した.しかし法~[j'リ的な珪仰が行なわ

れ図立公団が指定されたのは20也記iこ入って

からのことである.さらにこの犯の保存扮E

は l 国だけに限定されるのではたりないとし

て，スイスのパウノレ・サラシン博士の主唱に

より 1913 年主主力図の代去がベノレンに会した

が，翌年の第 l 次世界大政で中r氾し，その後dil

j斤をへながら~;; 2 次大以後，回路迎合の文訟

の下に国際自然保 5iQ ~具合(International

Union-the Preservation of Nature) の第

l 回給会がパリで閃かれた.

この定款では次のように自然保護の芯訟と

原只1)をのべている . 自然および自然資i原の保

政と l主 fi止界の生物社会と人郊の自然的~ll'>~

と，そして人制文化の1=Ð.jJiJ[が依存する，池上の

克新しうる自然資j店主f保持することJである.

また自然コロはあ怜jl生活・につきW.!lの公分母

の l つであり， ν クリエーシロソの欲求lこ対

してよベくことのできなL 、f '，"2:[lでおる.さらに

文明はこれらのffi!J;!を発反させるために，い

よいよ立'})来のある子f立をお見して今S のおい

水市に巡したし ， また土袋， 7，1(，森休， !!!J~ 

!E!J物ならびに応~t;的地主主 l主.手主iì干，社会，教

了fおよび設予をなどの囚的につき給対に:必主で

ある . 自然資泌が次引に合\í0ずる結果は，人

~l(の生活l.j\}/iを低下せしめることになる . 自

然と自然訂以の保混と保存とは，すべての国

民の出切な閃心事であるにかかわらず，しか

もこれを位巡するに役立つべき国際的保閃で

これに閃心、な払うものはひとつもなかった.

そこでH ・ H ・ ，.・ここに訂任わる国際以閃を設泣

することは立花あるものといえよう.

その後1950:'1::イギリスのエチ.ンパラで閃か

れた!T~5 日給公では会の名初、は「自総および

個所欽国立公国fìlJ立;名国

世界人口の{音i包に妥した王手数

西山 人口仰の峨

年他人 年 1
2.5 

1650 ・ 5 1650 

1850 11 200 

1930 20 80 

1 骨 1975 40 1, 5 

i 骨 2010 80 35 

仁三ヨモ主出) 二 -i
ったためである. 17[仕紀後半.もっとも巡ん

でいたイギリスでは平くもxr.tf;!;L伐の fιpj!tJ;

叫ばれているし， このあたり-fu-ほとんど80

-9076は利林で占められていたと芯われるド

イツも.ょうやく続料は会:1二の30 ?6üU立にな

り 18世紀以来， S7R林の合理的勺思が行なわれ

だした.デ γマークでも 1001" ほど前から自然

保;..lQji]! fVJが始められだした . しかしこのよう

に早期に自然の{浜辺についてr以1)にZ与え1J:lし

た国々は，その後も Ji:ri~lllJな犯Jj(を続けたが，

これをおこたって，相かわらず利休の乱伐を

続けたスベイソは，かつての大同の似iitから

収-g~; し，同土it抗出してしまったし，傾斜地

主:!ìíj~H し，l.!j~~~訴を栽培していたアイルラソド

では.土泌のZiíUl.lによって地I封、合流出させ，

16 [IJ:紀の人口の半分に減少してしまった.こ

のように自然保設に平く目ざめた阿と，これ

を収似し悶ごとを抗泌させたl河のその後のj l! 'Jミ

が対!fo~的に分:;;!i していったのはE'~ I ~じられ、出米

市である . 自然はこれをj京湾するものには減

似を行ない.これと訓平11 し，共存しようとす

るものには，その対てる，巴思を与えてきたの

である.このように資源としての自然保".貨を

自らの幻l，UJ:の中に凡IH し ていったのが現代ま

でのU，ぞ史といえるだろう.

xxx xxx 

ところが，人口のW!))I;は克にm犯的でお

り，人!:aによる 11 然U;lぬも，人口rr.力と山fqt

ブJ のi住民で， )， 1一iルI

乙のつ J正上までνゆ:Ï'<と記ιJ心 2 ， 000 ::午iド"にこ l よ 日DU氏:~:にな/んυ 

fな工んとしてい Zゐb し ， 21001， 1'. ごらには 500 心人

と抗定されている.このような人口のjf山11圧

力は.人間と自然のパランスをくずしがちで

ある.ヨーロッパでは玉有林やfl'肢の万1)花な

どの形で1ha 〈首都の周辺に保直されてきた保

枝休が多くむ了正していたが，さらに同こiニの自

然な{広i!2 し ， 'c~1'比や);(-/J奇j也.史跡などを保存

する ì~i j]VJがおこった.

周知のようにA .í't:公開の~.~ 1 .りは 1 ~1 :{~;!;íj玲

のJ住んだヨーロァパではなく， 1872イドに什ik

されたアメリカのイ エロ一久トンで， ~&j目Lの

Jffi日は，事1 1の刷iむしたナばらしし 、 J:i:~;こ lふNf

し，これを{~，;{Tするとともに，タくの人びと

に利川.叫nさせ， この:ffび '~ともに分・らあ

お 3 という ものである. 白書長に)(')ずる以依と

うけ，このETi尽の支えの下に成立したのであ

る . しかし掠奪されつくした自然は逆に子ひ

どい筏Ejを加えてきた・それ以米このj也は自

然の思Jlよから見出lfrされ，現在でもヨーロッパ

においてもっとも会しい国になっている.

ギリシャばかりではない.古代に栄えた地

中海文明の町々 は~~';しくこのような粍過をた

どってL 、る . fy"iイタリヤ.フェ ユキヤにオフれ

われはその尖例を見ることができる・人間が

文明を築f;，臼 1'1.\の忠J~:を食いつぶしてし ま

ったと きに，自然lZ不毛 と L、う形でその返答

をするばかりか，道?こ人間の作った文明をそ

のiニ沙の下に辺没させてしまったのである.

とくに池中rÍfJ:f.以主瓜土的に花燥しており，森

林の安定以ì :t上ヒt史的 fß':いため，この傾向はい

っそうはなはだしかった. 有名なオリ ソポス

山l土iLtかな続休におおわれていたというし.

古代ローマでデイアナの気慌のイIIìされたアノレ

ギドウス山はカシの縦であった.それらは今

はえな山:';こイとしている.

地中海文明の時代に栄えた国々は，現在古

いill坊を示してはくれるが，歴史のよに大き

なt支出り をよ廷して lì.\' 、J工い.かつて12かな自

然の忠ILtを与えられてきたこの地以は，自ら

の手でその恩15を刈りとった.今は不毛の土

地を抱L、て，過去の栄光を弘!'見るばかりであ

る .

、

J

'

うとナ3，つなぎ、とめよ

る自然

一自然保誌の歴史一一

人口nの[L~ヌ:は自然開発のlR・史ともいえる .

瓜られた人口:]の店:.ttする，こ快j自な糸nのごと地

から徐々にその :rJIJ!1 を広げ， 白書~・合住むのに

1a~合の L 、し、糸í'1ユ?こ弘:え，これから人!日jに必安

た産物てとEEみ出していった.ぎとによL るとお

り，人口の27I加ははじめ，きわめて微々たる

ものでゐったから : ~ l 1..告がとくに i~/c;lUê交ける

ことになか -0 í'::'"・しか Li?i2 2r:ii'，:，~jj以米， iJ.í:代

科ザ:と i文FiZが，ジ<fH'i~j;l のキiJ)日を うたがし，

こ Zじ'どきわめて効!r.:r'fJにしたため.世界の人

口は2.よ!j，!..を I;.，~ t.むな・ l 万年目立にはほんのー

担りの人口しかな点、司1ヒであろう・ j'..'i!TJ:紀元

ごろ約 2， 5 1.0:人と f1t定されるが，それまでは

長い tf: ::;rのL~~:Jこがゐったとと、われる.それが

{i?の 5 イぷになるまでには，なかまた1.600 -

1, 7ùO~:::~'~ Ii'した.しかし次に{白川して10ft(人

にな乙までには 200 ór:: \土かからなかったし，

そのゐと 201.江になるのには 100 1，:ミを切った.

この上 2 な人口の:L

ランJλιωρが\ <ず Eさ5れ，これに7.;~山-がぬせられる

ことになヮた.とくに区栄112命後の， ~Jl、JJIY~

ゴf ジ λ :山'lJi/' 1~以説ぷはどの;1ムr.栄には1:1S*':;'

) D ;.:. ~シjよの付本な~、民とし.その乱{えが!lì'.1: 

1":"11111111111.11111".111111111111111.111""111¥111111 
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自然資源保{-j-:jili合」とあらためられ， さらに

花.~~の自然、のみならず.総林資源，水河口託

子三，野生組物{来迎， νタリエーショソ， 1'(兄光

等の広い分野l'，こわたってi舌~y.庁る ことになっ

た・と くに成以文明のìili }J~.'や ， illJ大I'íl\ ilíの出

現，人口の 'iíilJìî.!.l~c� lì.，自然の中におけるU

Jtが欠く ことのできないものとしてE視され

ることになり自然保波.ì!E仰のや筏になっ てい

る.この図際的な活引をxけてヨーロ ッパの

各国に設けられている自然保設区は，

l 学術研究上必要な地区

2 図ニi二の代公的自ぬ~~・仰;也枕

3 市民の ν グリェーショソおよび数百・上

必妥な:iih.l:!J.;

と多面的な見t'àから{呆波指定が行なわれて

いる.これらの自然保設区や国立公聞はヨ

" ':1 バでは抱区指定;凶で，アメリカのように

忠右地主義をとっているのはスウェーデンセ

係き少ない. こ の点白木の国立公lim と ~lilJ}史的

fこは似ているが，特別地域で自然保:盟主了徹底

的ìこ巡行しており，その 1げ:i'lI迎IIのJ

公f似止立{心心、の点からみると. 日本よりははるかに

結実に保J主主f行なっている.一市国立公!~~区

域は給体(こあ、まり広くはない.すでにl泊先の

庇史も長く，米UiJのままに放ii1.されている侃

分はほとんどなくなっている . そのため ν ク

リエーシ ョンよりはどちらかといえば自然お

よび助組物の保設に訳点てとおいているといえ

よう.

ßf ドイツ でほ自然保~!i区官理研究所が各ナ1'1

におかれ， 多くの泌合所長には生態または111'(

物社会学ぢ・がなっており， :WJ"T;i的に保辺地域

の?iJFう;i ， ;，nたな伝法予定地の生態学的， 右i'(物

を'-会学的31五を行なっているといわれ，1Jjリ皮

(fjにも方法的にも j7f災にその突をあげられる

ための記応がなされている.

フラン Jえはリ:ji火fι三搬を :，1 1' ;;i"に，ヨミ (j~n旅

のお'3ì'\JE.;であったプロ ーニ ュの来日，プ ォソテ

ンブローのねなどがきわめて山好に{来校さ

れ， níj者・はナポレオγIIHにから i'X ï li公 ro:ì1とし 、

て~;'t v:a され，後半??はノレソ ーはじめ， こ の潟の

-r.;1J.~にあったパJレピゾン派の#b';(ー川家によっ.

て~:名となり.このii~なS~好ずるフプンテソ

プロー去の会が~:ll殺されて公的な組織のでき

る以前から，ヰnιの乎によって~され， ~)i.し

まれ， {.不渡されて主たのである.

y、イ久は合同，公! ~dのように災しいが.同l

立公F;ilが l つある.ここは同土の-f~ß~こ IJ~[ij{:;

4jL!よな放すこともf主限とし ， 徹氏した助11i'(Qi?

tz:;JEセ行ない，的1!.( ， J.1i'i物保%はもとより ，

込山の拐以まで;午可されない. 町内は自助JI[

の来り入れな~1.: 1'::' ~ ・』令~~の20の歩近/レー トを

~・くのである .

このように各国とも白然のa也JLtセつt.c Y と

めよ 5 とするおツJを政府のみならず，氏11日間

イ i~ {C辺 じても活犯に行なわれている . 1958il~ 

のお 6 悶 1 UCN;:~会は. 地中出沿岸の古代

文明間が土岐のIllj胞を'1任祝し， 京j旦したこと

をとりあげ，:j1J.びその[ふを~'~り返えさない 二

とが議;日にの吋られている. ヨ ーロ ヅパはも

っとも早〈聞けただけに， 自然な人r;.ijの側に

も7めておくために多大の労力企払っている.

これは身近な火欣な目のあたりに凡ているた

めでもあろうが， 11tに同立公開J5ÄÈのみでIMi

足するようなことをせず，同氏の氏認として‘

処理しているように見交けられる・

マ ッタ ーホノレγにケー プノレカ ーをかける系・

が出されたときは持者の反対にあってつぶさ

れた.ユソグフラ ウをはじめアルプスの7.;S \， 、

山々にもゲーフ勺レのかけられているところも

あるが，山田11;出けて， lilのゐたりにとどめ

ている.この方が公似の保存にもなる し，ま

たÎ(又m~ーにと っても，すばらしい山谷を眺め

るのはかえって便利である.何でもおいとこ

ろがし、いというより，臼然のU;lぬ利用はひと

つの Ja~の下に行なわれていることは，自然

の1llG !lllをほんとうに~'r， く;ぷほしているからで

あろう.自然が人間への忠広でらる こと を.

22史をとおし，科学的な12JAをとおし，さら

に大きなil!:界r&の中で犯慢されている.

4. 手をにぎ りあ う 自然

一一自然と人間の調和--

ヨーロ y パはもっとも人口出)，以~7::j く，日ij

9M~ì住んでいる.したがってまったく米聞の

自然な問先する余地はソ辿や北欧出I~で L 、ては i

なくなっている. ドーパ-tiJj映の当日間または

トソネル，モ γ プラソのrum トソネノレ，ユー

ロポートの~]投存，大似似た I~J l.~i;iB'6;: l'尚も

ないではないが.二|じ|占i([iþの出水化.砂淡の沃

~!i:化ミワ'.立ったく氷山のj也な切りiJiJ く自然æ.c

ifIではなく，あ〈立で1丸一(I:の 1~ 7.主主了 1浮汀〔し ，

こ jれ1の不リj汀川T刊lにj日r(\:点.

のj地也;にこ行なわれる r!川h以州i泊h作的'~t，な工 ifη7ヨllí然長や3弘気占孔H依ぷの己改~;泣i2立:= よ

てをk行なL 、' . Ti折'!;.民~に 1花と主なf;δ? か . 1防~， ツンドラ地切

なHI:J也にしようとすゐ.: 1 '1 1 1 ;'11 士 . 自然とのかJ手口

，1:1.の j11;大であり.今後の大き f仁川Jばであろう

が. ヨ 一 ロツ パではすでに人l川;日川;リl と l白当然とカが:一

完定2のiぷ3訓'J附4布和1日1 :点'

め 1:日!う1然のU改t変よ り も j地色2羽j)J! (1げ凶[自が的I(内tり引叩Jバ川『川山li ~'附‘.';i!訓i! の 3及及克~店~JJ服Jt瓜i匝tのため

のi辺丘山日山作のゲ宛Eω剖U版i止ふ' 3交どj辺[瓜úTf段;父tの ij山j月川;日].)，先己によ り. 相互

の利用をえ16(的にする こ とに~D~をそそいでい

る.

ヨ ーロ ッパのt';j\ï Jj生t ，r，-t.丈 ï1í くからぬ村とf.{

分され，アパー ト生活が多く総から切り I;;jg さ

れているため，そのlìt訓さをとりもどす自然

な生かした大公r:uが放さかく 1;1\i lir}~に設けられ

た・ Tlï氏はひまな作ってはここで緊却した的

事II~ピ休ませている.公I~ijだけではない. r<iJを

出てj~村へ出ると，中欧では大きな山もな

く，ゆるやかな起伏の中におが ， ~~IJ~ ， 牧場

がまるで公図のように広がっている.ヨーロ

ヅパには巳本のような強い$ír!iiはない.その

かわり 5定かな牧Z立が，もうせんのようにやわ

らかく大池を包む. 樹木も日本のような曲り

くねったものは無く，のびのびとととのった

正しい笠形を見せている. このi克則正しさと

自然の柔}!囚さが ヨーロッパの合理的約神を設

ったと和辻哲郎は古いているが， ヨ ーロァパ

の自然、はまったく人間の手によっ て殺しみや

すいものとなり，人1mはこれと調和すること

により生活の泣かさを得ることを知ってい

る・古代から中t色・にかけて除うつな密林がし

げり，呪術が行なわれ， i25い~~の中にとざされ

ていた中欧や北欧が今は全土が公図と化して

いるのは，けっして一羽ータにできょったも

のではなく ，自然を開発しながらも，これを

保存する こ とに心がけてきたからである . 道

路 l 本つけるにも切りひらかれた周辺や街路

樹には立地上当然そこに生有可能な浴在自然

組生を泌物社会学方法でとらえて復元し，勝

手な外来1.1iなどをもってこ ない.このような

キメの~:!~い科学的な手段が， ヨーロッバの自

然保法を文えているのでおる.人工物の政壊

はlìi.なる政改で，復元もまた可能である.自

然の政J:)~はそのバランスセくずすとその政法

のWú四l土全体;こ広がるし， これを復元ずるの

は不可能に近い非可道的変化を示す.去退し

た古代文明固からこの経肢を得たヨーロァバ

は自然の保存と調和が文明のベースになって

L 、 る.

私がヨ ーロ ッパを訪れてとくに印朱が深か

ったのは.mのどしゃぶ D の中ではあったが

ストックホノレムのïjîの南方にあるスコグλタ

ノレ コという 基地を見にいったことである.グ

ンナノレ・アスプノレニドのill~起がらるので有名

であるが，それよりも， こ の辺地l主人間と自

ぶのもっとも災しい別手刀といえるだろう.自

然の村の~;t: .1.( とそびえるそのすぐ木の浪もと

からやわらかな芝生が木の[U]セぬって続く，

その芝生の上:C})，í./-éと何の閃いもな〈誌右が

おかれて，その上に色とりどりの15がおかれ

てある・ヰ ~:.t:t~然と治まっ ているがJ ~'i'Í況で

mの中なのに明るくおちついている.社会保

昨制度のすぐれたスウェーデン人:主lE後 lここ ー

の安らかな自然の中 lこQ-lるのである .

ここでは人間はけっして自然に挑ljには して

・いない.しかしそこに人間の手を入れること

により，林はまた~らかな采ぎてど人間:こ返す

のである.ヨーロ yバでもっともiZい主活を

してし、るスウェーデンでこの自然と人間の淵

和の:rriλ!μこ記した;gjflをみることは，最後ま

で心のうちに自然を~ずる心と. 自然へのt白

山がもえつづけていることがわかる:のであ

る .くねな問先センター計画蕊長〉

一一一一一一一一一-
高一ーー，ー・・『ーー町旬咽-_.ψ・戸"で - ー一 二_. ...;~ユn-- ー・ー 司自ーャーーー---




